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チャリティー公演に向け、バレエのリハーサルをするユリーア・ベルランさん＝武蔵野市で
　ロシアの軍事侵攻が続くウクライナから避難のため来日したバレエ教師ユリーア・ベルランさん（３４）が二十六日、都庁で記者会見し「日本に来てとても安心した。文化や言葉を学び、子どもたちにバレエを教えたい」と語った。三十日に武蔵野市で開かれるチャリティーコンサートに出演する。　（林朋実）
　首都キーウ（キエフ）の自宅の地下シェルターで母親（５８）と暮らしていたベルランさんは、近くの建物が爆撃されるなど命の危険を感じ、三月中旬に二人で隣国のハンガリーに避難した。親交のあった武蔵野市でバレエ教室を主宰する岡本るみ子さん（６７）が、在ハンガリー日本大使館に陳情書を出すなどして日本で生活できるよう尽力した。母親はハンガリーに残ることを選び、ベルランさんは今月十六日に一人で来日した。
　欧米の劇場でバレエダンサーとして舞台に立つベルランさんは、岡本さんの教室でも指導してきた。知的障害者施設「津久井やまゆり園」（相模原市）の事件の犠牲者追悼のため、岡本さんが開いた海外公演にも出演した。今後は、都営住宅に入居できる見込みとなり、岡本さんのスタジオなどでバレエを教える。
　ベルランさんが出演する「アンリミテッド・チャリティ・コンサート」は三十日午後四〜六時半、武蔵野市民文化会館で開かれる。「祈りの踊り」を披露し、避難の経緯などを語る予定だ。ベルランさんは「日本の人たちにウクライナ支援への感謝を伝え、平和を祈りたい」と話した。入場料三千円。収益はウクライナの知的障害のある人のために在日ウクライナ大使館に寄付する。問い合わせは岡本さんのバレエスタジオ＝電０４２２（４６）６６４９＝へ。
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